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本
日
こ
こ
に
多
数
の
ご
来
賓
な
ら
び
に

保
護
者
の
皆
様
ご
出
席
の
も
と
、
平
成
24

年
度
鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
「
商
船
学

科
卒
業
証
書
授
与
式
」
な
ら
び
に
専
攻
科

「
海
事
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
修
了
証
書
授
与

式
」
を
と
り
行
い
、
こ
れ
か
ら
わ
が
国
の

産
業
や
科
学
技
術
を
担
っ
て
い
く
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
人
材
を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
こ
と
は
、
本
校
教
職
員
・
在
校

生
一
同
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
上
な
い
喜

び
で
あ
り
ま
す
。

　

本
日
、
商
船
学
科
を
卒
業
さ
れ
た
航
海

コ
ー
ス
17
名
、
機
関
コ
ー
ス
13
名
の
皆
さ

ん
は
、
５
年
６
ヶ
月
の
高
等
教
育
の
課
程

を
修
了
し
、
準
学
士
の
称
号
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
専
攻
科
海
事
シ
ス
テ
ム

学
専
攻
を
修
了
さ
れ
た
２
人
は
、
商
船
学

科
を
卒
業
後
、
こ
の
２
年
間
で
さ
ら
に
高

度
な
専
門
知
識
を
幅
広
く
修
得
さ
れ
、

近
々
学
士
の
称
号
が
授
与
さ
れ
る
予
定
で

す
。
卒
業
生
・
修
了
生
の
皆
さ
ん
の
今
日

に
至
る
ま
で
の
努
力
を
称
え
ま
す
と
と
も

に
、
皆
さ
ん
を
物
心
両
面
か
ら
支
え
て
来

ら
れ
た
保
護
者
・
ご
家
族
の
皆
様
に
も
、

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

商
船
学
科
を
卒
業
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

本
校
キ
ャ
ン
パ
ス
や
鳥
羽
丸
に
お
け
る
４

年
６
ヶ
月
の
席
上
課
程
の
後
、
大
型
練
習

船
で
１
年
間
に
及
ぶ
厳
し
い
実
習
・
訓
練

を
経
験
し
、
い
っ
そ
う
逞
し
く
な
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
本
日
専
攻
科
を
修
了
さ
れ

た
２
人
は
、
こ
の
実
習
・
訓
練
の
経
験
を

活
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
お
い

て
研
究
等
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
来
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
は
、
普
通
の

高
校
や
大
学
で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
も

の
で
、
今
後
の
長
い
人
生
に
お
い
て
必
ず

や
プ
ラ
ス
に
な
る
と
信
じ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
卒
業
後
の
進
路
は
、
多
く
の

方
が
航
海
士
あ
る
い
は
機
関
士
と
し
て
外

航
海
運
や
フ
ェ
リ
ー
会
社
に
就
職
さ
れ
ま

す
が
、
港
湾
、
倉
庫
あ
る
い
は
ビ
ル
の
管

理
会
社
、
造
船
所
な
ど
、
専
門
分
野
に
深

く
関
係
し
た
陸
上
企
業
に
就
職
さ
れ
る
方

も
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
さ
ら
に
勉
学
を

重
ね
る
べ
く
、
本
学
専
攻
科
に
進
学
さ
れ

る
方
や
、
関
連
の
国
立
大
学
に
編
入
学
さ

れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　

最
近
は
高
度
情
報
化
社
会
と
な
り
、
社

会
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
、
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
急
速
に
進
む
中
で
、
中
東
諸
国

で
は
過
激
な
デ
モ
や
内
戦
の
勃
発
、
わ
が

国
で
は
海
を
挟
ん
だ
近
隣
諸
国
と
の
間
で

の
領
土
の
問
題
な
ど
、
不
安
定
な
情
勢
が

続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
わ
が
国
は
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
や
原
子
力
発
電
の

問
題
も
抱
え
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
、

産
業
界
と
く
に
海
事
関
連
産
業
に
お
い

て
、
深
い
知
識
と
広
い
視
野
を
持
ち
、
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
備
え
、
か
つ
日
本
人
と

し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
し
っ
か
り

持
っ
た
国
際
人
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
校
に
は
、「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
シ
ッ

プ
、
レ
イ
デ
ィ
シ
ッ
プ
豊
か
な
人
間
で
あ

る
こ
と
」、「
創
造
性
豊
か
な
技
術
者
と
な

る
こ
と
」、「
国
際
性
豊
か
な
社
会
人
と
な

る
こ
と
」
と
い
う
三
つ
の
大
き
な
教
育
目

標
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
ま
で
達
成
で
き
た

か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
と
思
い
ま
す
。

卒
業
後
も
皆
さ
ん
は
こ
の
三
つ
の
目
標
を

念
頭
に
置
き
、
各
自
新
た
な
目
標
を
立

て
、
そ
の
目
標
達
成
に
向
け
て
頑
張
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
目
標
は
高
い
ほ
ど

よ
い
。
た
だ
し
、
行
動
は
迷
う
こ
と
な
く

細
心
に
一
歩
一
歩
進
め
る
の
が
よ
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
校
は
、
明
治
14
年
創
設
の
鳥
羽
商
船

黌
を
前
身
と
し
、
１
３
０
年
以
上
の
長
い

校
長
式
辞

藤
田
　
稔
彦

校 

長

平
成
24
年
度
卒
業
式
・
商
船
学
科
・
専
攻
科
（
海
事
シ
ス
テ
ム
学
）

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
学
校
で
す
。
ご
承
知

の
と
お
り
、
本
校
の
卒
業
生
は
、
国
内
外

の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
皆
さ
ん
は
本
校
で
学
ん
だ
こ

と
を
誇
り
と
し
、
自
信
を
も
っ
て
力
強
く

人
生
を
歩
ん
で
下
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
航
路

の
安
全
と
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
し
て
式

辞
と
致
し
ま
す
。
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平
成
24
年
９
月
の
機
関
コ
ー
ス
卒
業
者
は
13
名
で
、
進
路

の
内
訳
は
11
名
が
就
職
、
２
名
が
大
学
進
学
で
す
。
就
職
者

の
う
ち
、
海
上
就
職
が
８
名
（
外
航
船
社
４
名
、
内
航
船
社

等
４
名
）、
陸
上
就
職
が
３
名
で
し
た
。

　

今
年
度
の
機
関
コ
ー
ス
卒
業
者
は
、
半
数
以
上
が
上
級
の

海
技
士
（
２
級
ま
た
は
１
級
の
筆
記
）
合
格
者
で
、
当
初
そ

の
大
半
が
外
航
船
社
を
希
望
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
達
成
で

き
な
か
っ
た
者
も
有
り
ま
し
た
。
一
方
、
陸
上
企
業
へ
の
就

職
は
、
Ｏ
Ｂ
が
在
籍
す
る
堅
実
な
会
社
を
選
ん
だ
こ
と
が
特

徴
で
し
た
。

　

今
年
の
機
関
コ
ー
ス
の
卒
業
生
で
、
海
技
試
験
で
比
較
的

優
位
な
状
況
に
あ
っ
て
も
希
望
し
た
外
航
船
社
に
合
格
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
海
運
界
の
状
況
変
化
が
一

つ
の
理
由
で
し
ょ
う
。
海
運
企
業
か
ら
の
求
人
数
は
減
少
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
採
用
人
数
は
か
な
り
少
な
く
な
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
同
じ
海
技
士
資
格
を
有
す
る
商
船

系
の
大
学
生
と
競
う
場
合
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
は
次
年
度
以
降
も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
採
用
内

定
を
勝
ち
取
る
た
め
に
は
次
の
事
が
必
要
で
す
。

　

海
上
、
陸
上
と
も
就
職
の
た
め
に
す
べ
き
こ
と
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
１
年
生
の
時
か
ら
授
業
を
ま
じ
め
に

受
け
、
基
礎
学
力
を
少
し
で
も
多
く
身
に
つ
け
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
、
採
用
試
験
（
面
接
試
験
、
学
力
試
験
、
Ｓ
Ｐ

Ｉ
、
適
正
検
査
、
作
文
…
等
々
）
で
必
ず
役
立
ち
ま
す
。
高

学
年
で
は
、
日
頃
か
ら
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
教
養
を

高
め
る
努
力
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
英
語
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
ス

コ
ア
は
高
専
一
般
の
目
標
値
（
４
０
０
以
上
）
を
目
指
す
べ

き
で
す
。
そ
の
他
、
礼
儀
や
言
葉
づ
か
い
を
含
む
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
を
日
頃
か
ら
身
に
つ
け
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
勿
論
、
健
康
で
明
る
く
元
気
で
あ
る
こ
と
が
最

も
大
切
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
24
年
度
の
電
子
機
械
工
学
科
の
学
生
（
現
５
年
生
28

名
）
の
進
路
は
、
進
学
６
名
、
就
職
22
名
で
、
平
成
24
年

９
月
14
日
に
て
全
て
決
定
致
し
ま
し
た
。
進
学
に
つ
い
て

は
、
電
気
通
信
大
学
１
名
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学
１
名
、
本

校
専
攻
科
４
名
と
な
り
ま
し
た
。
就
職
に
つ
い
て
は
、
中
部

電
力
、
出
光
興
産
、
日
本
た
ば
こ
産
業
等
の
大
企
業
に
12

名
、
菊
川
鉄
工
所
、
オ
ム
ロ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
、
菱
電
工
機
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
等
の
中
堅
企
業

に
７
名
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
ム
ラ
テ
ッ

ク
Ｃ
Ｃ
Ｓ
お
よ
び
テ
ラ
テ
ッ
ク
の
中
小
企
業
に
３
名
と
な

っ
て
お
り
、
依
然
大
企
業
指
向
の
強
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
、
学
生
の
応
募
し
た
企
業
は
全
部
で
42
社
で
、
１

人
の
学
生
が
応
募
し
た
企
業
は
、
最
大
で
５
社
、
平
均
1.9

社
で
し
た
。
ま
た
、
１
人
当
り
の
内
々
定
し
た
企
業
数
（
合

格
比
率
）
は
、
最
大
で
１
、
平
均
0.6
と
な
り
ま
し
た
。
合
格

比
率
1.0
以
上
の
学
生
（
す
な
わ
ち
第
１
志
望
合
格
者
）
は
10

名
で
、
第
１
志
望
合
格
率
は
40
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年

度
の
採
用
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
依
然
人
物
重
視
の
姿
勢
が
強
か

っ
た
こ
と
で
す
。
特
に
重
要
視
さ
れ
た
点
は
、
応
募
し
た
企

業
に
対
し
て
関
心
・
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
対

人
関
係
、
相
互
理
解
お
よ
び
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
企
業
が
希
望
す
る
分
野
は
機
械
系
出
身
者
が
圧
倒
的

に
多
く
、
機
械
系
６
、
電
気
系
３
、
そ
の
他
１
の
割
合
で
し

た
。
本
年
度
の
就
職
活
動
に
お
い
て
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し

た
学
内
に
お
け
る
会
社
説
明
会
お
よ
び
会
社
訪
問
の
積
極
的

な
励
行
に
一
定
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
来

年
度
（
平
成
25
年
度
）
も
４
年
生
の
後
期
か
ら
実
質
的
に
就

職
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
既
に
現
４
年
生
は
希
望
企
業
の

研
究
お
よ
び
選
定
作
業
に
入
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
の
目
標

も
昨
年
同
様
、
全
員
が
第
１
希
望
の
進
路
先
に
進
む
こ
と
で

す
。
こ
の
目
標
に
向
っ
て
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
対
処
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

商
船
学
科
・
機
関
コ
ー
ス
主
任

伊
藤
　
友
仁

　

就
職
・
進
学

商
船
学
科
・
機
関
コ
ー
ス
の

就
職
・
進
学
状
況
な
ど

　

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
の
平
成
24
年
９
月
卒
業
生
数
は
17
名

で
、
就
職
が
15
名
、
進
学
が
２
名
と
な
り
ま
し
た
。
海
運
会
社

か
ら
の
求
人
は
、
企
業
数
及
び
求
人
数
共
に
平
年
と
そ
れ
ほ
ど

大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
就
職
先
の
内
訳
は
次
の
通
り
で

す
。
外
航
海
運
で
は
、
日
本
郵
船
に
１
名
、
川
崎
汽
船
に
１
名
、

Ｎ
Ｓ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
海
運
に
１
名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
近

海
・
内
航
海
運
で
は
、
東
海
汽
船
に
３
名
、
鹿
児
島
船
舶
に
１

名
、
津
軽
海
峡
フ
ェ
リ
ー
に
１
名
、
伊
勢
湾
マ
リ
ン
サ
ー
ビ
ス

に
１
名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
探

鉱
・
開
発
に
係
る
海
洋
掘
削
を
主
力
事
業
と
す
る
日
本
海
洋
掘

削
に
１
名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
外
航
日
本
人
船
員
確
保
・
育

成
ス
キ
ー
ム
に
も
２
名
が
合
格
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
陸
上
職

に
就
い
た
者
も
お
り
、
東
洋
信
号
通
信
社
（
船
舶
情
報
技
業
）
に

１
名
、
美
須
賀
海
運
（
船
舶
管
理
会
社
）
に
１
名
、
日
之
出
郵
船

（
船
舶
管
理
会
社
）
に
１
名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
進
学
は
、
推

薦
に
よ
る
大
学
編
入
学
で
神
戸
大
学
海
事
科
学
部
に
１
名
が
合

格
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
校
の
海
事
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
に
１
名

が
入
学
し
ま
し
た
。

　

外
航
海
運
、
内
航
海
運
共
に
船
員
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
は

確
か
で
す
が
、
全
国
の
船
舶
職
員
養
成
機
関
に
お
け
る
海
上
就

職
希
望
者
を
全
て
受
け
入
れ
る
だ
け
の
求
人
数
が
な
い
の
も
事

実
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
機
関
コ
ー
ス
へ
の
求
人
は
航
海
コ
ー

ス
に
比
べ
る
と
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
や
っ
と
の
思

い
で
海
運
会
社
に
学
生
を
就
職
さ
せ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
感

で
す
。
多
く
の
海
運
会
社
は
、
苦
し
い
経
営
状
況
の
中
で
新
卒
者

の
採
用
努
力
を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
採
用
す
る

人
材
に
求
め
る
能
力
や
人
格
、
そ
し
て
人
間
力
は
と
て
も
高
い

レ
ベ
ル
に
あ
り
、
そ
れ
に
応
え
る
べ
く
学
校
と
学
生
の
努
力
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
も
痛
感
し
て
い
ま
す
。
学
生
諸
君
に
は
、
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
か
ら
希
望
す
る
職
業
に
就
く
た
め
に
は
、

今
何
を
す
べ
き
か
、
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
常
に

考
え
、
今
す
ぐ
に
実
行
す
る
努
力
を
続
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
就
職
活
動
が
目
前
に
迫
っ
た
時
に
は
も
う
手
遅
れ
で
す
。

１
日
も
早
く
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
き
自
己
を
磨
い
て
下
さ
い
。

桐
山
　
和
彦

電
子
機
械
工
学
科
長

平
成
24
年
度

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
の
進
路
に
つ
い
て

石
田
　
邦
光

　

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
主
任

就職・進学



平成23年度卒業生進路先一覧（順不同）　平成24年3月5日現在

平成23年度専攻科修了生進路先一覧（順不同）　平成24年3月5日現在

海事システム工学専攻科
●就職先
JX日鉱日石タンカー㈱、㈱マスナリ
●その他
外航日本人船員確保・育成スキーム

生産システム工学専攻科
●就職先
富士電機ホールディングス㈱、オムロンフィール
ドエンジニアリング㈱、NECネッツエスアイ・エ
ンジニアリング㈱、㈱前川製作所、㈱エヌ・ティ・
ティ・ネオメイト、日東電工㈱ 亀山事業所、

旭化成㈱、DIC㈱、菱電工機エンジニアリング㈱、
ユニバーサル造船㈱、アイシン精機㈱、リコーテク
ノシステムズ㈱、メタウォーター㈱
●進学先
豊橋技術科学大学大学院

商船学科
●就職先
川崎汽船㈱、㈱商船三井、新和海運㈱、飯野海運
㈱、コスモ海運㈱、旭タンカー㈱、乾汽船㈱、商船
三井フェリー㈱、津軽海峡フェリー㈱、海洋技術開
発㈱、第一中央汽船㈱、福寿企業㈱、川崎近海汽船
㈱、ワールドマリン㈱、ヤンマーエンジニアリング
㈱、ヤンマー舶用システム㈱、ヤンマーエネルギー
システム㈱、中部増成機械工業㈱、ケイラインエン
ジニアリング㈱
●進学先
神戸大学 海事科学部、東京海洋大学 海洋工学部、
鳥羽商船高専専攻科（海事）
●その他
外航日本人船員確保・育成スキーム

電子機械工学科
●就職先
ソレックス㈱、㈱沖電気カスタマアドテック、東海
旅客鉄道㈱、森永乳業㈱ 中京工場、日東電工㈱ 豊
橋事業所、パナソニック電工㈱、㈱日立ビルシステ
ム、中部電力㈱、㈱エヌ・ティ・ティ・ネオメイ
ト、ノリタケ伊勢電子㈱、旭ダイヤモンド工業㈱ 三
重工場、東ソー㈱ 四日市事業所、㈱東芝、出光興産
㈱、エフ・ピー・ツール㈱、㈱マツダE&T、㈱カン
セツ、日本自動ドア㈱、ユニバーサル造船㈱、安川
エンジニアリング㈱、㈱アルメックス、㈱フォーラ
ムエンジニアリング
●進学先
豊橋技術科学大学、鳥羽商船高専専攻科（生産）

制御情報工学科
●就職先
東海旅客鉄道㈱、中部電力㈱、㈱エヌ・ティ・
ティ・ネオメイト、東ソー㈱　四日市事業所、日本
自動ドア㈱、オムロンフィールドエンジニアリング
㈱、㈱松阪鉄工所、東芝エレベーター㈱、森永乳業
㈱、㈱コスモス・コーポレイション、中部テレコ
ミュニケーション㈱、㈱NTTファシリティーズ、ア
イシン精機㈱、京セラミタ㈱ 玉城工場、㈱BEX、
㈲岡村、㈱メイテックフィルダーズ
●進学先
大阪大学、豊橋技術科学大学、専門学校、鳥羽商船
高専専攻科（生産）
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昨
年
度
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
就
活
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
若
干
の
乱
れ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
例
年
通
り
、

淡
々
と
進
み
ま
し
た
。
学
校
推
薦
に
よ
る
書
類
提
出
期
限
の
ピ
ー

ク
は
４
月
13
日
（
金
）
で
し
た
。
５
月
末
日
ま
で
に
10
名
、
６
月

末
に
は
17
名
の
内
々
定
が
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
残
り
の
４

名
も
順
次
決
定
し
、
学
校
経
由
で
の
就
職
希
望
者
全
員
21
名
の
内

定
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
世
界
経
済
の
先
行
き
不
安
か
ら
、
高
専
本
科
で
就
職

先
を
決
め
よ
う
と
い
う
高
専
生
が
全
国
的
に
多
く
激
戦
で
し
た
。

例
え
ば
、
イ
ン
フ
ラ
系
企
業
（
電
力
・
ガ
ス
・
運
輸
業
界
等
）
で

は
、
人
物
・
学
力
の
両
方
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ま
し
た
。
本
格

的
な
専
門
試
験
が
課
さ
れ
る
ほ
か
、
面
接
で
も
学
生
時
代
に
何
を
が

ん
ば
っ
て
や
っ
て
き
た
か
な
ど
、
事
細
か
に
問
い
た
だ
さ
れ
ま
す
。

合
格
し
た
学
生
（
関
西
電
力
、
Ｊ
Ｒ
東
海
、
中
部
電
力
、
東
邦
ガ

ス
）
は
人
柄
・
指
導
力
・
学
力
共
に
十
分
な
力
を
持
っ
て
お
り
、
勉

強
だ
け
で
は
な
く
ク
ラ
ブ
活
動
や
学
生
会
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て

き
た
実
績
が
評
価
さ
れ
て
激
戦
を
制
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
系
・
シ
ス
テ
ム
系
の
職
種
で
の
採
用
が

多
く
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ 

Ｐ
Ｃ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
や
イ
ー
ウ
ェ
ル
、
ミ

ラ
ク
ル
・
リ
ナ
ッ
ク
ス
な
ど
の
企
業
で
新
規
で
の
内
々
定
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
会
社
で
は
、
本
校
で
の
シ
ス
テ
ム
開
発
実
績

や
経
験
を
問
わ
れ
ま
す
。
下
級
生
は
創
造
実
験
や
各
種
コ
ン
テ
ス

ト
等
に
楽
し
く
積
極
的
に
立
ち
向
か
っ
て
行
く
と
よ
い
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
経
験
を
「
い
き
い
き
と
語
る
」
こ
と
が
で
き
る
た
め
に

は
、
こ
の
「
楽
し
く
」
と
い
う
条
件
が
か
な
り
重
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
こ
の
ほ
か
本
年
度
は
東
芝
産
業
機
器
製
造
か
ら
も
初
め
て
の

内
々
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
進
学
は
本
校
専
攻
科
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学
、
電
気
通

信
大
学
、
金
沢
大
学
に
13
名
が
合
格
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
名
の

学
生
が
公
務
員
試
験
合
格
を
目
指
し
て
進
学
先
を
選
択
中
で
す
。

10
月
か
ら
は
現
４
年
生
に
対
す
る
進
路
指
導
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
、
来
年
４
月
か
ら
の
採
用
試
験
の
案
内
・
相
談
に
来
校
さ
れ

る
企
業
の
採
用
担
当
者
の
方
が
増
え
て
お
り
ま
し
て
、
12
月
か
ら
は

求
人
票
が
本
格
的
に
届
く
と
思
い
ま
す
。
本
校
の
Ｏ
Ｂ
を
中
心
と
す

る
企
業
セ
ミ
ナ
ー
も
12
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
下
級
生
に
も
開

放
さ
れ
ま
す
か
ら
、
積
極
的
に
先
輩
の
話
を
聞
き
に
来
て
下
さ
い
。

榎
本
　
隆
二

制
御
情
報
工
学
科
長

制
御
情
報
工
学
科
の
進
級
・
進
学
状
況

　

平
成
25
年
度
採
用
の
専
攻
科
の
就
職
は
６
月
４
日
に
就
職
希

望
者
全
員
の
内
定
が
決
ま
り
、
進
学
に
つ
い
て
も
全
員
志
望
の

大
学
院
に
合
格
で
き
ま
し
た
。
良
好
な
就
職
進
学
状
況
を
支
え

る
背
景
に
は
、
関
係
教
員
の
熱
心
な
指
導
に
加
え
て
、
学
生
の

早
い
時
期
か
ら
の
「
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
く
自
ら

や
ろ
う
」
と
い
う
意
識
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
就
職
先
は
、
海
事
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
が
旭
タ
ン

カ
ー
㈱
、
㈱
三
越
伊
勢
丹
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
生
産
シ
ス

テ
ム
工
学
専
攻
が
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
㈱
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
ー
ズ
㈱
、
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
フ
ィ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
㈱
、
サ
ン
ト
リ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱
、
旭
電
器
工
業

㈱
、
㈱
エ
ム
・
シ
ス
テ
ム
技
研
、
エ
フ
・
ピ
ー
・
ツ
ー
ル
㈱

で
す
。
進
学
先
は
、
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
が
九
州
大
学

大
学
院
、
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
、
豊
橋
技
術
科

学
大
学
大
学
院
（
２
名
）
で
す
。

　

平
成
26
年
度
の
進
路
指
導
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
指
導
と
連
携
す
る
形
で
、
企
業
が
求
め
る
人
間
像
、

リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
、
国
際
性
な
ど
を
踏
ま
え
た
エ
ン
ト
リ
ー
シ

ー
ト
の
書
き
方
な
ど
の
指
導
を
始
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

大
切
な
こ
と
は
「
他
の
も
の
で
は
代
替
え
の
き
か
な
い
自
立

し
た
技
術
者
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
早
く
気
付
き
、

目
標
と
す
る
技
術
者
像
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
で
す
。

　

学
生
に
は
、
技
術
者
と
し
て
社
会
に
出
る
と
い
う
こ
と
は
、

自
ら
設
計
開
発
し
た
技
術
・
製
品
が
、
10
年
、
20
年
と
長
い

時
を
経
て
も
、
企
業
、
市
場
、
社
会
の
中
で
生
き
続
け
、
ま

た
社
会
標
準
と
な
る
な
ど
し
て
評
価
さ
れ
続
け
る
こ
と
を
忘

れ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
技
術
者
と
し
て
の

醍
醐
味
で
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
はT

echnology

、

Engineering

、Science

、Philosophy

の
視
点
で
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
物
事
を
考
え
る
能
力
が
必
要
で
す
。
技
術
が
新
た
な

文
化
を
創
る
時
、
豊
か
な
社
会
が
実
現
で
き
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
専
攻
科
が
、
未
来
志
向
の
技
術
者

と
な
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

坂
牧
　
孝
規

専
攻
科
長

専
攻
科
の
就
職
進
学
状
況

〜
未
来
志
向
の
技
術
者
を
目
指
し
て
〜
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　すでにご承知の通り、本校ではシンガポール・ポ
リテクニック（以下SPと略す）のシンガポール・マ
リタイム・アカデミー（以下SMAと略す）との学術
交流協定のもと、SMAが主催するMEL（Maritime 
Experiential Learning） CAMP（年3回3、7、10月
に実施）に学生を派遣しています。しかしながら、こ
れまでにSMAから学生や教員を本校に招いたことは
なく、一方通行の交流でした。
　そうした状況を改善したいと思案してきた中で、
一番のネックはやはり費用です。そこで、本年度は日
本学生支援機構（JASSO）の学生交流支援制度に申
請し、SMA学生への奨学金を確保することで、実施
できることになりました。SMAには、本校の学生と
同様、航海士や機関士を目指すコースを持っていま
すし、海運業の経営を学ぶコースもあります。しかし
ながら、SMAには「鳥羽丸」のような練習船があり
ません。そこで、練習船「鳥羽丸」をできるだけ活用
した研修を立案しました。SMAからの参加学生は9
名（男子6、女子3）で引率教員1名です。本校として
は、鳥羽丸の活用もさることながら、学生間の交流も
研修のコアに位置づけました。このため、サポート学
生を募り、MELクルーズに行ったことある者、行く
ことが決まっている者、そして英語キャンプなどの
海外研修の経験がある者から9名を選抜しました。サ
ポート学生は生産2年1名（男子）、制御情報工学科4
年2名（女子）、商船学科4年1名（男子）、商船学科3
年5名（男子3、女子2）です。実施期間は9月12日〜
9月18日で、主なプログラムは以下の通りです。鳥羽
市長表敬訪問、歓迎夕食会、伊良湖水
道見学、ワークショップ（母校紹介、
各国の紹介、各国の海運、各国の海上
交通、東北大震災について）、カッター
訓練、航海／機関当直、夜航海及び錨
泊、フィールドワーク、ユニバーサル
造船見学、リニア鉄道館見学、名古屋
城見学です。
　9月12日から9月16日までは、SMA
の学生・教員、そしてサポート学生も
全員が練習船「鳥羽丸」に宿泊しまし
た。そして、航海実習やフィールドワ
ーク、そして企業見学等といったすべ
てのプログラムは本校の学生と共に行

ってもらいました。また、ワークショップにおける発
表も、すべて英語で行いました。
　本校では、留学生以外で外国からの学生を研修等
で受け入れた実績が無く初めての試みであり、すべ
てのプログラムが手探り状態でした。しかしなが
ら、本校のサポート学生も生産2年のスチューデン
ト・リーダーを中心に一生懸命SMAの学生の面倒を
見てくれました。両校の学生にとっては、非常に充
実した1週間であったと確信していますし、帰国した
SMAの学生や引率の教員からはそうした便りを頂い
ております。
　最後になりますが、本プログラムの実施に当たっ
ては奨学後援会からのご支援をいただきましたこと
に感謝申し上げますと共に、計画から実施までご尽
力いただきました関係教職員各位に改めてお礼申し
上げます。

SMA学生による鳥羽丸トレーニング
石田　邦光国際交流推進室長

国際交流
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平
成
23
年
３
月
専
攻
科
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
修
了

東
京
工
業
大
学
大
学
院　

杉
本　

真
佐
樹

　
大
学
院
で
の
研
究

　

私
は
大
学
院
で
議
論
解
析
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
議

論
解
析
と
は
、
議
論
の
発
言
記
録
か
ら
、
話
題
の
推
移
、
対
立

す
る
論
証
議
論
ス
キ
ル
、
発
言
者
ご
と
の
役
割
な
ど
を
明
確
化

す
る
こ
と
で
す
。 

　

近
年
、
裁
判
記
録
の
録
画
・
録
音
や
自
動
文
章
化
な
ど
裁
判

記
録
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
の
流
れ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
議
論
記
録
は
膨
大
で
あ
る
た
め
概
要
を
把
握
す
る
だ
け

で
も
困
難
で
す
。

　

そ
こ
で
私
の
研
究
で
は
、
議
論
記
録
か
ら
議
論
構
造
を
抽
出

し
、
解
析
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
問
題
解

決
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
ま
ず
発
言
中
に
出
現
す
る
ア
イ

テ
ム
の
共
起
性
解
析
を
行
い
ま
す
。
ア
イ
テ
ム
と
は
、
発
言

内
の
単
語
・
文
法
と
い
っ
た
言
語
情
報
と
、
発
言
者
の
表
情
・

身
振
り
と
い
っ
た
非
言
語
情
報
を
指
し
ま
す
。
次
に
、
共
起
度

の
高
い
ア
イ
テ
ム
同
士
に
リ
ン
ク
を
張
る
こ
と
で
グ
ラ
フ
を
作

成
し
ま
す
。
あ
る
話
題
に
出
現
し
た
ア
イ
テ
ム
は
グ
ラ
フ
上
で

は
密
集
し
て
い
る
た
め
、
話
題
の
抽
出
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
話
題
の
移
り
変
わ
り
を
見
て
い
く
こ
と
で
議
論
の
流
れ

や
、
発
言
者
の
隠
れ
た
意
図
（
本
当
に
言
い
た
か
っ
た
こ
と
）

の
発
見
へ
と
繋
が
り
ま
す
。

　

来
年
の
４
月
か
ら
は
就
職
し
て
社
会
人
に
な
り
ま
す
の
で
、

研
究
活
動
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
活
動
に
参
加
し
、
残
り
わ
ず

か
な
学
生
生
活
を
満
喫
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

平
成
22
年
３
月
電
子
機
械
工
学
科
卒
業

東
京
大
学
工
学
部
電
子
情
報
工
学
科

　
　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
専
攻

Ｐ
Ｈ
Ａ
Ｍ 

Ｈ
Ｕ
Ｙ 

Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｇ

（
フ
ァ
ム　

フ
ィ　

ホ
ア
ン
）

　
大
学
の
研
究

　

私
は
２
０
１
０
年
３
月
に
鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
・
電
子

機
械
工
学
科
を
卒
業
し
、
東
京
大
学
工
学
部
電
子
情
報
工
学
科

に
進
学
し
ま
し
た
。
私
は
電
子
機
械
工
学
科
か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
専
攻
す
る
研
究
室
に
入
っ
た
の
で
、

大
学
で
は
高
専
で
勉
強
し
た
知
識
を
よ
り
深
く
勉
強
す
る
以
外

に
、
情
報
系
に
関
す
る
新
し
い
専
門
知
識
も
学
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
私
は
人
工
生
命
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
研
究
し
、
機
械
に

生
物
の
よ
う
な
行
動
を
行
わ
せ
る
研
究
を
し
て
お
り
、
分
析

的
な
方
法
に
代
わ
っ
て
合
成
的
な
研
究
手
法
を
用
い
て
生
命
現

象
を
探
索
し
ま
す
。
合
成
生
物
は
生
物
の
幅
広
い
分
野
を
統
合

し
て
生
命
を
よ
り
全
体
か
ら
理
解
し
よ
う
と
す
る
学
問
で
す
。

近
年
、
科
学
と
工
学
の
融
合
が
進
む
に
つ
れ
、
新
し
い
生
命
機

能
、
生
命
シ
ス
テ
ム
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
組
み
立
て
る
新
し
い
学

問
分
野
も
含
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
合
成
生
物
は
工
学
的
手

法
を
用
い
て
新
た
な
生
態
系
を
人
工
的
に
創
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
よ
り
工
学
に
近
い
学
問
で
す
。
生
命
の
よ
う
な
複

雑
な
現
象
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
は
、
生
物

の
振
る
舞
い
を
的
確
に
予
測
・
制
御
で
き
、
ま
た
、
そ
れ
を
利

用
し
て
様
々
な
社
会
活
動
に
役
立
て
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。
現

在
進
化
計
算
を
用
い
て
発
振
特
性
を
示
す
合
成
生
物
の
遺
伝
子

回
路
を
探
索
し
、
最
適
化
す
る
こ
と
を
目
標
に
研
究
し
て
い
ま

す
。

平
成
23
年
３
月
専
攻
科
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
修
了

東
京
電
機
大
学
大
学
院　

理
工
学
研
究
科

修
士
課
程
２
年　

土
井
根　

礼
音

　
世
界
よ
り
も
先
を
目
指
し
て

　

私
は
鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
専
攻
科
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学

専
攻
を
修
了
後
、
東
京
電
機
大
学
大
学
院
に
進
学
し
ま
し
た
。

所
属
研
究
室
は
、「
生
き
る
こ
と
に
や
さ
し
い
技
術
を
求
め
て
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
医
用
工
学
の
分
野
で
あ
る
人
工
臓
器
、
医

療
支
援
機
器
、
医
療
材
料
な
ど
、
最
先
端
の
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

私
の
研
究
テ
ー
マ
は
、「
小
型
船
舶
乗
船
者
の
疲
労
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
解
明
」
で
あ
り
、
鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
の
先
生
方

と
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
研
究
室
に
は
、
お
花
見
や
合

宿
、
コ
ン
パ
等
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
、
私
は
仲
間
と
す

ぐ
に
打
ち
解
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
大
学
院
に
進
学
し

て
驚
い
た
の
は
、
試
行
錯
誤
し
身
に
つ
け
た
技
術
を
基
に
、
指

導
の
先
生
方
と
議
論
し
、
悩
み
な
が
ら
も
必
死
に
研
究
に
取
り

組
む
学
生
の
姿
で
し
た
。
海
外
で
学
会
発
表
を
す
る
学
生
も
多

く
、
世
界
レ
ベ
ル
の
研
究
環
境
は
、
自
ら
考
え
、
自
分
自
身
の

壁
を
超
え
て
、
常
に
最
先
端
を
求
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
私
に

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

研
究
は
、
他
に
誰
も
や
っ
て
い
な
い
事
を
達
成
し
よ
う
と
す

進学特集
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る
た
め
苦
し
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
そ
の
先
に
あ
る
「
成

長
」
を
目
指
し
、
私
は
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
博
士
の
学
位
取
得
を
目
指
し
、
来
年
度

よ
り
さ
ら
に
進
学
し
ま
す
が
、
向
上
心
を
忘
れ
ず
に
前
進
し
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
24
年
３
月
専
攻
科
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
修
了

豊
橋
技
術
科
学
大
学
大
学
院

　
　

工
学
研
究
科　

博
士
前
期
課
程

情
報
・
知
能
工
学
専
攻
１
年　

岩
本　

桂

　
研
究
内
容

　

私
は
昨
年
度
本
校
の
専
攻
科
を
修
了
し
、
現
在
、
豊
橋
技
術

科
学
大
学
の
大
学
院
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。
大
学
院
で
は
画
像

処
理
に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
制
御
に
つ
い
て
研
究
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

近
年
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
つ
長
寿
命
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
が
急
速

に
普
及
し
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
単
体
で
の
発
光

量
が
従
来
の
光
源
に
比
べ
少
な
い
た
め
、
広
い
室
内
空
間
で
は

多
数
の
光
源
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
多
段
階
の
調

光
が
で
き
、
光
源
数
の
増
加
に
よ
っ
て
制
御
の
自
由
度
が
高
ま

る
は
ず
な
の
で
す
が
、
そ
の
た
め
の
扱
い
や
す
い
イ
ン
タ
フ
ェ

ー
ス
が
存
在
し
な
い
の
で
、
潜
在
的
に
多
機
能
な
調
光
機
能
を

十
分
に
発
揮
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
私
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
制
御
用
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
に

画
像
処
理
を
用
い
る
こ
と
で
前
述
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
部
屋
を
撮
影
し
た
画
像
に
対
し
て

ユ
ー
ザ
が
最
も
明
る
く
し
た
い
場
所
を
指
定
す
る
だ
け
で
、
多

数
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
連
動
さ
せ
て
部
屋
全
体
を
調
光
す
る
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
、
独
自
の
最
適
化
手
法

を
用
い
て
省
エ
ネ
の
性
能
も
同
時
に
実
現
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
監
視
カ
メ
ラ
等
を
用

い
て
実
用
化
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
さ
ら
に
現

在
の
調
光
制
御
方
法

を
、
外
光
も
考
慮
で
き

る
様
に
機
能
を
拡
張
し

て
い
く
予
定
で
す
。

平
成
22
年
９
月
商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス
卒
業

東
京
海
洋
大
学　

濱
口　

領
平

　
電
気
推
進
船
の
研
究

　

現
在
、
私
は
東
京
海
洋
大
学
、
海
洋
工
学
部
・
海
洋
電
子
機

械
工
学
科
機
関
シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー
ス
４
学
年
に
在
籍
し
て
い

ま
す
。
研
究
室
は
動
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
室
に
所
属
し
て
お

り
、
世
界
初
の
急
速
充
電
対
応
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
２
次
電
池
搭

載
電
気
推
進
船
「
ら
い
ち
ょ
う
」
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

電
池
推
進
船
と
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
電
池
か
ら
の
電
力
で

モ
ー
タ
ー
を
駆
動
し
航
行
す
る
船
舶
で
す
。
今
ま
で
の
電
池
推

進
船
で
は
、
鉛
蓄
電
池
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
お
り
充
電
に
何
時

間
も
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
急
速
充
電
を
使
う
こ
と
で
、
約

30
分
程
度
で
80
％
充
電
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
端
子

電
圧
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
高
く
、
内
部
抵
抗
が
小
さ
い
た
め

大
電
流
を
流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
ま
で
の
電
池
推
進
船
の

出
力
で
は
、
荒
天
の
際
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
の
「
ら
い
ち
ょ
う
」
な
ら
航
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
私
は
、
電
池
推

進
船
の
放
電
特
性
に

つ
い
て
、
詳
し
く
研

究
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
船
舶
に
実
際
に

使
用
し
た
際
の
特
性

を
調
べ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
研
究
で
、

鳥
羽
商
船
で
学
ん
だ

こ
と
が
役
立
っ
て
お

り
、
基
礎
勉
強
の
大

切
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。

医用工学実験室で大学院生の仲間と筆者（手前）
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じ
ま
し
た
。
来
年
の
海
学
祭
で
は
今

年
以
上
に
楽
し
く
、
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
溢
れ
る
海
学
祭
に
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
未
熟
な
私
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
だ
さ
っ
た
教
員
、
学
生
の
皆

さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福
岡
県
大
牟
田
市
で
開
催
さ
れ

た
全
国
高
専
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン

テ
ス
ト
の
課
題
部
門
に
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
、
４
年

生
の
前
期
の
創
造
実
験
で
コ
ン
ビ
を

組
ん
で
い
た
藤
原
君
に
誘
わ
れ
た
か

ら
で
す
。
創
造
実
験
で
もK

in
e

c
t

を
用
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
テ
ー

マ
と
し
て
い
た
の
で
、
何
と
な
く
気

楽
に
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
書
類
審
査
に
よ
る
予
選
を
通
過

し
て
本
選
に
出
場
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
瞬
間
に
「
夏
休
み
返
上
で
登

校
す
る
こ
と
と
」
い
う
指
示
を
受

け
、
夏
休
み
中
は
バ
イ
ト
も
せ
ず
に

チ
ー
ム
の
み
ん
な
と
協
力
し
て
作
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

シ
ス
テ
ム
開
発
は
大
変
で
し
た

が
、
研
究
室
の
先
輩
や
技
術
職
員
の

方
々
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
の

で
、
な
ん
と
か
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
10
月
に
入
っ
て
か
ら

は
、
授
業
終
了
後
に
作
業
を
行
う
た

め
、
遅
い
時
に
は
23
時
過
ぎ
ま
で
学

校
に
残
る
と
き
も
あ
り
大
変
で
し
た
。

本
選
で
は
、
全
国
の
高
専
の
チ
ー

ム
が
出
展
す
る
作
品
を
見
て
、
自
分

と
は
る
か
に
差
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
上
位
入
賞
は
な
ら
な
か
っ
た
も

の
の
、
企
業
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
て
（A

ndoroid

タ
ブ
レ
ッ
ト
が

副
賞
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
）
素
直
に

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

プ
ロ
コ
ン
に
参
加
し
て
、
と
て
も

大
変
な
毎
日
で
し
た
が
、
自
分
自
身

に
と
っ
て
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。

私
は
幼
少
期
か
ら
ロ
ボ
コ
ン
を
よ

く
見
て
い
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の
中
の

ロ
ボ
ッ
ト
を
見
て
い
る
だ
け
で
、
わ

く
わ
く
し
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
自
分
で
考
え
た
ロ
ボ
ッ
ト
を

作
り
、
参
加
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

鳥
羽
商
船
へ
の
入
学
も
ロ
ボ
コ
ン
が

理
由
で
す
。

１
年
か
ら
４
年
間
は
同
好
会
に

所
属
し
、
ロ
ボ
コ
ン
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
ロ
ボ
コ
ン
へ
の
参
加
は
実

現
さ
れ
た
も
の
の
、
あ
ま
り
良
い
結

果
は
残
せ
ず
、
実
際
の
ロ
ボ
ッ
ト
製

作
の
難
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
５
年

生
で
は
卒
業
研
究
と
し
て
私
に
と
っ

て
最
後
の
ロ
ボ
コ
ン
に
臨
み
ま
し

た
。
そ
ん
な
今
年
の
大
会
に
は
、
全

国
大
会
出
場
の
目
標
を
掲
げ
卒
研
メ

ン
バ
ー
を
率
い
ま
し
た
。
全
国
大
会

出
場
の
推
薦
チ
ー
ム
に
選
ば
れ
る
べ

く
、
投
球
機
構
に
遠
心
力
を
使
い
、

他
の
チ
ー
ム
と
は
違
っ
た
ア
イ
デ
ィ

ア
で
勝
負
し
ま
し
た
。
私
以
外
は
ロ

ボ
コ
ン
初
参
加
の
卒
研
メ
ン
バ
ー
を

ま
と
め
る
の
は
大
変
で
し
た
が
、
ロ

ボ
ッ
ト
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
結
果
は
準
優
勝
で
、
全
国

大
会
へ
の
推
薦
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
喜
び
は
今
も

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

私
は
ア
イ
デ
ィ
ア
を
一
か
ら
考
え

る
こ
と
の
難
し
さ
、
試
行
錯
誤
し
て

問
題
を
解
決
す
る
大
変
さ
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
大
切
さ
に
つ
い
て
ロ
ボ
コ

ン
を
通
じ
て
学
び
ま
し
た
。
ロ
ボ
コ

ン
は
私
に
と
っ
て
生
涯
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
カ
ッ
タ
ー
部
は
、
３
年
生

以
下
38
名
が
来
年
、
大
島
商
船
で
行

わ
れ
る
高
専
大
会
に
向
け
て
日
々
練

習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

カ
ッ
タ
ー
の
レ
ー
ス
は
、
一
艇

に
漕
ぎ
手
12
人
と
、
艇
指
揮
、
艇
長

の
計
14
人
が
乗
り
、
片
道
500
メ
ー
ト

ル
往
復
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
、
も

し
く
は
、
片
道
750
メ
ー
ト
ル
往
復

１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
ス

タ
ー
ト
地
点
か
ら
、
回
頭
し
て
ス

タ
ー
ト
地
点
に
戻
っ
て
く
る
ま
で

の
、
艇
の
速
さ
を
競
う
競
技
で
す
。

今
年
の
７
月
８
日
に
弓
削
商
船
で

行
わ
れ
た
高
専
大
会
で
は
、
見
事
優

勝
し
、
大
会
タ
イ
記
録
の
六
連
覇
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

４
年
生
が
引
退
さ
れ
、
私
た
ち
の
代

の
初
戦
と
な
っ
た
10
月
28
日
の
東
海

大
会
で
は
、
館
山
海
上
技
術
学
校
に

敗
れ
、
４
位
と
い
う
悔
し
い
結
果
に

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
来
年
の
春
の
東
海
大

会
、
そ
し
て
高
専
大
会
で
は
悔
い
の

残
ら
な
い
漕
ぎ
を
し
て
大
会
新
記
録

の
７
連
覇
を
歴
代
最
速
タ
イ
ム
で
果

た
す
た
め
に
、
今
ま
で
以
上
に
意
識

を
高
く
持
ち
、
練
習
に
取
り
組
も
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
で
47
回
目
と
な
る
鳥
羽
商

船
海
学
祭
が
終
わ
り
ま
し
た
。
今
回

初
め
て
実
行
委
員
長
と
い
う
大
役
を

務
め
さ
せ
て
頂
い
て
不
安
や
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
海

学
祭
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
で

ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
前
夜
祭
は
雨

に
見
舞
わ
れ
、
海
学
祭
を
運
営
す
る

学
生
会
、
実
行
委
員
ま
た
模
擬
店
出

店
者
も
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
運
営

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
教
員
、
学

生
の
助
け
も
あ
り
、
な
ん
と
か
臨
時

の
対
処
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
本
祭
当
日
は
打
っ
て
変

わ
っ
て
よ
い
天
気
と
な
り
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
や
他
校
の
学
生
の
皆
さ
ん

な
ど
一
般
の
方
に
も
た
く
さ
ん
来
て

い
た
だ
き
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
海

学
祭
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
海
学
祭
の
テ
ー
マ

は
“
鳥
羽
商
船
の
海
学
祭
が
こ
ん
な

に
楽
し
い
わ
け
が
な
い
”
で
し
た
。

海
学
祭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
書
き
ま

し
た
が
、
こ
の
テ
ー
マ
に
は
鳥
羽
商

船
の
海
学
祭
を
信
じ
ら
れ
な
い
位
楽

し
い
祭
に
し
よ
う
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
果
た
し
て
今
年

の
海
学
祭
が
信
じ
ら
れ
な
い
位
楽
し

い
も
の
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

私
の
率
直
な
感
想
で
は
も
っ
と
も
っ

と
楽
し
い
海
学
祭
に
出
来
た
な
と
感

海
学
祭
を
終
え
て

最
後
の
ロ
ボ
コ
ン

電
子
機
械
工
学
科
５
年

山
際
　
秀
俊

プ
ロ
コ
ン
に
参
加
し
ま
し
た

制
御
情
報
工
学
科
４
年

鳥
山
　
新

海
学
祭
実
行
委
員
長

制
御
情
報
工
学
科
５
年

森
井
　
寛
喜

学
生
活
動
の
紹
介

カ
ッ
タ
ー
部鳥

羽
商
船
カ
ッ
タ
ー
部

　
　
　

商
船
学
科
３
年

小
阪
　
晃
育
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ぎ
ふ
清
流
国
体
の
シ
ー
ホ
ッ
パ
ー

級
ス
モ
ー
ル
リ
グ
国
体
選
手
に
決

ま
っ
た
夏
休
み
、
私
は
同
じ
ヨ
ッ
ト

部
で
国
体
選
手
に
選
ば
れ
た
片
桐

君
、
林
君
と
一
緒
に
、
津
の
ヨ
ッ
ト

ハ
ー
バ
ー
で
週
四
日
合
宿
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
当
初
は
国
体

選
手
と
し
て
の
意
識
が
足
り
な
か
っ

た
こ
と
や
技
術
的
に
未
熟
だ
っ
た
の

も
あ
り
、
三
重
県
の
監
督
か
ら
も

ハ
ー
バ
ー
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
叱
咤
、
指
導

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
合
宿
を
通
し
て
国
体

当
日
を
迎
え
、
私
は
今
ま
で
数
々
の

指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝

し
つ
つ
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
技
術

を
す
べ
て
出
そ
う
と
意
気
込
ん
で
い

ま
し
た
。
今
回
の
大
会
で
は
台
風
の

影
響
で
強
風
が
吹
い
て
い
て
、
体
重

が
少
な
い
私
に
は
不
利
な
状
況
で
し

た
が
、
そ
れ
で
も
一
つ
で
も
順
位
を

上
げ
よ
う
と
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
結
果
は
、
39

艇
中
34
位
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
周
り
の
方
々
は
、
お
前
の
体
重

で
あ
そ
こ
ま
で
走
れ
た
ら
大
し
た
も

の
だ
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
自
分
に
と
っ
て
は
涙
が
出
る

ほ
ど
悔
し
い
結
果
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
結
果
で
私
の
国
体
は

終
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
た
く

さ
ん
の
貴
重
な
経
験
を
得
た
素
晴
ら

し
い
思
い
出
で
す
。
こ
の
経
験
を
生

か
し
て
、
片
桐
君
、
林
君
と
と
も
に

今
後
の
ヨ
ッ
ト
部
を
引
っ
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

水
泳
部
で
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け

て
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な
ど
の
大
会
に

向
け
て
の
練
習
、
秋
か
ら
冬
の
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
で
は
陸
上
で
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
走
り
こ
み
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
４
月
～
５
月
は
ま
だ
寒
い

の
で
軽
い
練
習
＆
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
６
月
か
ら
７
月
の
頭
に

か
け
て
段
々
本
格
的
な
練
習
に
入
っ

て
い
き
ま
す
。

大
会
が
終
わ
っ
た
９
月
～
10
月

は
練
習
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
戻

り
、
泳
ぐ
の
に
適
し
た
温
度
で
な
く

な
っ
た
時
期
か
ら
（
今
年
は
10
月
末

ま
で
泳
い
で
お
り
ま
し
た
）
筋
ト
レ

や
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
い
っ
た
陸
上
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
移
り
ま
す
。
冬
季
で

も
、
１
か
月
に
１
回
、
鈴
鹿
市
に
あ

る
「
鈴
鹿
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
」（
温

水
プ
ー
ル
付
）
へ
練
習
に
出
か
け
て

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
は
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
な
ど
の
大
会
に
も
使
わ

れ
て
い
る
施
設
で
、
大
会
そ
の
ま
ま

の
雰
囲
気
で
練
習
す
る
事
が
出
来
ま

す
。今

年
は
鳥
羽
商
船
で
東
海
地
区
の

高
専
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
近
年

は
全
国
高
専
大
会
へ
も
毎
年
出
場
し

て
い
ま
す
。
部
員
は
11
名
で
、
今
年

は
女
子
部
員
も
入
り
ゆ
る
い
雰
囲
気

で
和
気
藹
々
と
や
っ
て
お
り
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
全
く
の
初
心
者
状
態
か

ら
始
め
た
人
も
数
名
い
ま
す
。
始
め

て
た
っ
た
数
カ
月
で
も
コ
ツ
を
掴
む

と
驚
異
的
な
成
長
を
遂
げ
る
事
が
出

来
ま
す
。

水
泳
は
運
動
神
経
の
な
い
人
で
も

比
較
的
手
軽
に
取
り
組
む
事
が
可
能

な
ス
ポ
ー
ツ
で
、
一
度
習
得
す
る
と

生
涯
楽
し
む
事
が
出
来
ま
す
。

今
年
度
後
半
は
、
と
に
か
く
体
を

鍛
え
る
事
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
新
入
部
員
は
い
つ
で
も
歓
迎
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
れ
ば

見
学
に
来
て
下
さ
い
。

私
達
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、
技
術

向
上
の
み
な
ら
ず
、
体
力
及
び
精
神

力
の
向
上
を
目
的
に
、
日
々
、
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
活
動
時
間
は
週

６
日
で
、
平
日
は
放
課
後
あ
た
り
が

暗
く
な
る
ま
で
、
土
曜
日
は
朝
か
ら

夕
方
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

部
員
達
は
元
気
い
っ
ぱ
い
で
明
る

く
、
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
が
、
練

習
に
は
熱
心
で
自
主
的
に
課
題
を
見

つ
け
、
ま
た
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
の
高
専
大
会
の
結
果
は
、
男

子
団
体
５
位
、
女
子
団
体
２
位
で
し

た
。
個
人
戦
で
は
女
子
が
３
位
と
健

闘
し
ま
し
た
。
男
子
は
団
体
戦
も
個

人
戦
も
満
足
の
い
く
結
果
が
出
せ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
来
年
こ
そ
は
、
良

い
結
果
が
出
せ
る
よ
う
に
、
よ
り
一

層
、
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
き
ま

す
。又

、
女
子
は
成
績
優
秀
で
す
が
、

部
員
の
人
数
が
少
な
く
、
こ
の
ま
ま

で
は
来
年
の
団
体
戦
に
参
加
す
る
の

も
難
し
い
状
態
で
す
。
女
子
の
新
入

部
員
勧
誘
に
も
力
を
入
れ
た
い
で
す
。

来
年
の
高
専
大
会
の
目
標
は
男
子

団
体
３
位
以
上
、
個
人
戦
は
一
人
で

も
多
く
入
賞
す
る
こ
と
で
す
。
女
子

は
今
年
よ
り
も
更
に
上
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
目
標
を
実
現

す
る
た
め
に
、
基
礎
体
力
の
向
上
、

練
習
の
積
み
重
ね
は
も
と
よ
り
、
練

習
試
合
の
機
会
も
設
け
て
、
よ
り
実

戦
的
な
練
習
を
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
学
生
に
と
っ
て
、
ふ
だ

ん
の
生
活
の
中
で
献
血
を
し
に
行
く

こ
と
は
、
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
事

で
す
。
実
際
に
私
自
身
、
献
血
を
し

た
く
て
も
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
か
も

知
ら
ず
に
生
活
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
方
々
は
、
学
生
に
限
ら
な

く
て
も
た
く
さ
ん
い
る
か
と
思
い
ま

す
。
献
血
に
な
じ
み
の
な
い
学
生
に

も
、
献
血
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と

考
え
て
、
毎
年
の
献
血
活
動
、
本
校

海
学
祭
で
の
献
血
バ
ス
受
け
入
れ
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
51
人
の

方
に
献
血
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

そ
う
い
っ
た
毎
年
の
活
動
に
対

し
、
２
０
１
２
年
８
月
８
日
に
行
わ

れ
た
第
48
回
献
血
運
動
推
進
全
国
大

会
で
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
も
何
度
か
三
重
県
知
事
や
日
本

赤
十
字
社
よ
り
感
謝
状
を
受
け
て
い

ま
す
が
、
今
回
贈
ら
れ
た
感
謝
状
は

水
泳
部

制
御
情
報
工
学
科
３
年

岩
本
　
知
樹

ぎ
ふ
清
流
国
体
に
出
場
し
て

制
御
情
報
工
学
科
３
年

濵
田
　
和
真

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

電
子
機
械
工
学
科
３
年

奥
野
　
雄
也

高専大会開催中の様子

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
を

　
　
　
　
　
　
　

 

受
け
て 

制
御
情
報
工
学
科
５
年

上
野
　
珠
あ
ん
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そ
の
実
績
が
特
に
優
秀
で
、
他
の
模

範
と
認
め
ら
れ
る
団
体
と
評
価
さ
れ

た
証
し
で
あ
り
、
大
変
光
栄
に
思
っ

て
い
ま
す
。
当
日
は
、
私
が
学
生
会

の
代
表
と
し
て
授
賞
式
典
に
参
加
し

ま
し
た
が
、
今
年
の
学
生
会
長
だ
け

で
な
く
歴
代
の
方
々
の
成
果
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
身
も
震
え
る
思

い
で
し
た
。
こ
の
感
謝
状
に
恥
じ
な

い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
海
学
祭
だ
け
で

な
く
普
段
の
生
活
の
中
に
献
血
推
進

活
動
を
実
行
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

他
の
学
生
に
も
考
え
て
も
ら
え
れ
ば

幸
い
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
７
日
、
８
日
の
両
日
、
ヨ
ッ

ト
部
の
顧
問
と
部
員
、
合
わ
せ
て
５

名
が
伊
勢
市
の
ゴ
ー
リ
キ
マ
リ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
主
に
身
体
障
害
者
の
人

の
た
め
に
作
ら
れ
た
ア
ク
セ
ス
デ
ィ

ン
ギ
ー
と
い
う
ヨ
ッ
ト
を
使
用
し
た

体
験
試
乗
会
と
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
の
運

営
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

ア
ク
セ
ス
デ
ィ
ン
ギ
ー
は
非
常
に

安
定
性
の
良
い
ヨ
ッ
ト
で
転
覆
す
る

こ
と
が
な
く
、
誰
で
も
安
全
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
ヨ
ッ
ト
で
す
。
７

日
は
体
験
試
乗
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
車
椅
子
の
人
や
小
さ
な
子
供
、

お
年
寄
り
の
人
な
ど
、
70
名
以
上
の

参
加
者
が
あ
り
、
盛
況
で
し
た
。

ヨ
ッ
ト
部
員
は
桟
橋
で
参
加
者
の

ヨ
ッ
ト
へ
の
乗
り
降
り
の
お
手
伝
い

を
し
た
り
、
救
助
艇
に
乗
っ
て
ヨ
ッ

ト
を
曳
航
し
た
り
な
ど
の
活
動
を
し

ま
し
た
。
８
日
は
県
外
か
ら
の
参
加

者
を
含
め
、
こ
の
ヨ
ッ
ト
の
三
重
県

大
会
レ
ベ
ル
の
大
会
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
充
実
し
た

レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ヨ
ッ

ト
部
員
は
レ
ー
ス
の
運
営
の
た
め
に

い
ろ
い
ろ
な
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

来
年
の
10
月
に
は
同
じ
場
所
で
こ

の
ヨ
ッ
ト
の
全
国
大
会
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ヨ
ッ
ト
部
の
全
力
を
あ

げ
て
協
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
去
年
に
引
き
続
き
今
年
も

四
日
市
Ｐ
Ｒ
航
海
と
名
古
屋
港
Ｐ
Ｒ

航
海
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は

本
校
練
習
船
鳥
羽
丸
を
中
心
に
鳥
羽

商
船
を
紹
介
し
本
校
志
願
者
の
増
加

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。
今
年
の
８
月
５
日
に
開
催
さ
れ

た
四
日
市
港
の
港
ま
つ
り
で
は
鳥
羽

丸
の
一
般
公
開
、
体
験
乗
船
を
行
い

ま
し
た
。
非
常
に
暑
い
中
で
の
活
動

で
し
た
が
、
こ
こ
で
開
催
さ
れ
た

カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
大
会
で
は
強
豪

チ
ー
ム
の
多
い
中
、
参
加
者
の
活
躍

で
鳥
羽
商
船
は
準
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

11
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
の
名
古

屋
港
Ｐ
Ｒ
航
海
で
は
帆
船
海
王
丸
の

sail drill 

を
、
鳥
羽
丸
に
乗
船
し
て

洋
上
か
ら
見
る
こ
と
の
で
き
る
体
験

乗
船
と
一
般
公
開
を
行
い
ま
し
た
。

体
験
乗
船
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学

生
に
よ
る
チ
ラ
シ
く
ば
り
の
お
か
げ

も
あ
り
、
一
般
公
開
中
の
鳥
羽
丸
船

内
に
お
け
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、

無
料
の
鳥
羽
丸
を
バ
ッ
ク
に
し
た
記

念
撮
影
は
と
て
も
好
評
で
し
た
。
10

日
の
Ｐ
Ｒ
活
動
が
終
了
し
た
後
は
、

海
王
丸
を
鳥
羽
商
船
の
実
習
生
で
あ

る
先
輩
方
に
案
内
し
て
も
ら
い
、
実

習
中
の
こ
と
に
つ
い
て
沢
山
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
自
分
に

と
っ
て
も
良
い
思
い
出
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
帰
り
の
航
海
で
は
実
習

高
専
制
度
創
設
50
周
年

   

記
念
式
典
に
参
加
し
て 

制
御
情
報
工
学
科
５
年

上
野
　
珠
あ
ん

名
古
屋
港
・
四
日
市
港

　
　
　

Ｐ
Ｒ
に
参
加
し
て

商
船
学
科

機
関l

コ
ー
ス
４
年

山
下
　
諒
也

ヨ
ッ
ト
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ヨ
ッ
ト
部
顧
問

水
野
　
逸
夫

で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
よ
う

な
揺
れ
も
経
験
で
き
た
の
で
良
か
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
学
生
会
は
毎
年
行
わ
れ

る
体
育
祭
、
カ
ッ
タ
ー
大
会
そ
し
て

海
学
祭
の
企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
学
生
会
に
興
味
を
持

ち
、
加
入
し
た
の
は
１
年
生
の
頃

で
、
以
来
５
年
間
に
わ
た
っ
て
活
動

し
て
き
ま
し
た
が
、
私
は
先
輩
に
も

負
け
な
い
行
動
力
で
、
先
輩
を
も
巻

き
込
ん
で
学
生
会
を
盛
り
上
げ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
、
今
年
、
学
生
会
会

長
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
２
０
１
２
年
10
月
30

日
に
行
わ
れ
た
高
専
制
度
創
設
50
周

年
記
念
式
典
に
、
本
校
の
学
生
を
代

表
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
高
専
出
身
の
方
々

が
ど
ん
な
現
場
で
ど
の
よ
う
に
活
躍

さ
れ
て
い
る
か
の
紹
介
が
あ
り
、
式

典
後
に
は
各
高
専
の
学
生
代
表
の

方
々
と
の
交
流
会
な
ど
も
あ
り
、
と

て
も
充
実
し
た
一
日
を
過
ご
せ
ま
し

た
。
こ
う
い
っ
た
節
目
の
式
典
な
ど

に
参
加
で
き
る
こ
と
は
、
今
ま
で
に

も
、
こ
れ
か
ら
先
に
も
な
い
貴
重
な

体
験
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

学
生
会
で
５
年
間
頑
張
っ
て
き

て
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
私
は
、
今
回
得
た
貴
重
な
体
験

を
後
輩
に
伝
え
、
今
後
の
学
生
会
活

動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

●今は食べられますが、インドネシアでは生ものを食べ
る習慣がないので、私はカルチャーショックを受けまし
た。（M3）●電車の中で寝たり、化粧する人が多いこと
に驚いた。（I4）●日本では皆で一緒に温泉に入るのに
は驚きました。（M5）●カルチャーショックかどうか分
かりませんが、日本に来たばかりでも、どこの店員さん
も本当に優しくしてくれたので驚きました。（I5）

　 カルチャーショック
●自国とは違う外国を実際に見て、機械の技術を学び、
外国人といい人間関係を作ることが留学の動機です。
（M3）●留学して勉強以外にも幅広い人生経験を積みた
いと思った。（I4）●経済が発展した国で新たなことを経
験するのは凄い魅力があります。（M5）●日本経済を驚
異的に成長させた高い工業技術を身に着けるために留学
を決意しました。（I5）

留学の動機

留学生の声
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平
成
24
年
10
月
27
～
28
日
の
両
日
、
弓
削
商
船
高
専

で
全
国
商
船
高
専
漕
艇
大
会
の
ヨ
ッ
ト
競
技
が
開
催
さ

れ
、
参
加
し
ま
し
た
。
ヨ
ッ
ト
は
学
校
近
く
の
浜
都
海
岸

か
ら
出
艇
す
る
の
で
、
海
岸
を
歩
い
て
い
る
と
「
田
坂
為

松
顕
彰
碑
」
が
目
に
止
ま
り
ま
し
た
。
大
正
10
年
の
建

立
で
し
た
。
今
ま
で
こ
の
場
所
は
何
回
も
訪
れ
て
い
る

の
で
す
が
、
こ
の
碑
が
あ
る
こ
と
に
初
め
て
気
づ
き
ま
し

た
。
何
気
な
く
碑
の
文
面
を
見
て
び
っ
く
り
。
「
・
・
・

近
藤
塾
に
学
び
・
・
・
甲
種
船
長
と
な
り
・
・
・
海
運
界

で
大
き
な
業
績
を
あ
げ
た
。
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
原
稿
の
構
想
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

偶
然
に
近
藤
先
生
の
お
名
前
に
出
会
い
、
不
思
議
な
暗

合
を
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
て
本
題
に
入
り
ま
す
。
校
祖
、
近
藤
真
琴
先
生
の

人
物
像
や
業
績
に
つ
い
て
は
、
本
校
の｢

百
年
史｣

や｢

近

藤
真
琴
先
生
伝
（
昭
和
12
年
攻
玉
社
発
行
）｣

を
読
む
と

よ
く
わ
か
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
は
書
き
ま
せ

ん
（
本
校
の
図
書
館
で
閲
覧
可
）
。
先
生
の
教
育
方
針
は

「
和
魂
漢
洋
才
」
で
あ
り
、
ご
自
身
は
皇
漢
学
の
修
行
を

さ
れ
、
多
く
の
和
歌
や
漢
詩
を
残
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま

た
書
道
に
も
才
能
を
発
揮
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
自
筆
の
掛

軸
（
短
冊
）
と
し
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
、
何
点
か
は
百
周

年
記
念
館
の
二
階
展
示
室
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
が
、
先
生
の
貴
重
な
掛
軸
に
２
本
も
直
接
関
わ
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
望
外
の
幸
せ
で
し
た
。
２
本
と
も
、

知
り
合
い
の
古
美
術
商
の
方
の
紹
介
で
す
。
一
つ
目
は
、

平
成
19
年
１
月
に
出
会
っ
た
先
生
自
作
の
和
歌
で
す
。

原
文
は
か
な
書
き
で
す
が
、
意
味
が
良
く
わ
か
る
よ
う

に
漢
字
を
交
え
て
書
き
直
す
と
次
の
よ
う
な
作
品
で

す
。

　
語
り
合
ふ　

心
の
底
の　

友
垣
は　

偽
ら
ぬ
よ
り　

　
結
び
そ
む
ら
む

　

温
容
で
、
人
格
教
育
に
力
を
そ
そ
ぎ
、
「
信
義
」
を

も
っ
と
も
重
ん
じ
た
先
生
ら
し
い
作
品
で
す
。
「
真
琴
」

は
「
誠
」
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
感
得
し
ま
し
た
。
こ

の
作
品
は
同
窓
会
が
購
入
し
、
現
在
百
周
年
記
念
館
二

階
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　
二
つ
目
に
は
平
成
23
年
７
月
に
出
会
い
ま
し
た
。
今

度
は
漢
文
の
書
で
す
。

　
南
陽
諸
葛
蘆　
西
蜀
子
雲
亭　
孔
子
曰　
何
陋
之
有

　
こ
れ
は
、
中
唐
の
大
詩
人
、
劉
禹
錫
（
り
ゅ
う
う
し
ゃ

く
）
の
「
陋
室
銘
」
と
い
う
題
の
漢
文
の
最
後
の
部
分
で

す
。
全
文
は
長
い
の
で
省
略
し
ま
す
が
、
大
意
は
「
自
分

の
家
が
い
か
に
小
さ
く
狭
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
決
し
て

恥
じ
る
こ
と
は
な
い
。
古
来
の
有
名
人
の
庵
室
に
比
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。
孔
子
も
そ
こ
に
住
む
人
に
立
派
な

志
や
徳
が
あ
れ
ば
、
決
し
て
陋
屋
で
は
な
い
と
言
っ
て
い

る
。
」
と
い
う
文
章
で
す
。
こ
れ
は
先
生
の
無
欲
で
格
調

の
高
い
清
澄
な
心
の
表
明
で
あ
り
、
書
自
体
も
味
わ
い

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
作
品
は
現
在
、
家
宝
と
し

て
、
自
宅
に
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

電
子
機
械
工
学
科　

水
野 

逸
夫

近
藤
真
琴
先
生
の
掛
軸
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フィールドワーク

鳥羽商船高等専門学校と同窓会との協賛

独立行政法人国立高等専門学校機構
高等専門学校制度50周年記念式典等

工場見学
　電子機械工学科・制御情報工学科４年生は、10月17日
（水）～19日（金）に工場見学を実施しました。就職活動の
一環として、企業における実践的な技術を見聞することによっ
て、技術系の仕事と企業への理解を深めることを目的としてい
る。電子機械工学科は、JR東海リニア・鉄道館、（独）海洋研
究開発機構横須賀本部、横浜研究所、ANA機体メンテナンス
センター、制御情報工学科は、三菱電機（株）名古屋製作所、
富士通（株）net Community 、東芝科学館を見学しました。

　本校では、平成24年10月17日（水）第２学年の学生に
フィールドワークを実施しました。教育活動の一環として、社
会に対する視野を広めさせることを目的としている。商船学科
は、ユニバーサル造船（株）津事業所、電子機械工学科・制御
情報工学科は、シャープ（株）亀山工場を見学しました。

●練習船「鳥羽丸」で行く、造船所見学と、故郷の海山川
　平成24年8月21日（火）
●伊勢湾海上交通センター見学と伊良湖岬自然観察
　平成24年8月23日（木）

　平成24年10月30日
（火）に学術総合センター
（ 東 京都千 代 田区） に
て、高等専門学校制度50
周年記念式典の式典、シ
ンポジウム、祝賀会、学
生交流会が行われました。

平成24年度専攻科（海事システム学専攻）
入学式挙行
　平成24年度専攻科（海事シス
テム学専攻）入学式が10月１日
（月）10時30分から本校専攻科棟
マルチメディア教室において挙行
されました。藤田校長から励まし
の式辞が述べられた後、入学生か
ら、２年間を無駄にすることのな
いよう全力で取り組んでいきたい
との挨拶がありました。

学校通信

Vol.77

　学校だよりの第77号をお届けいたします。本号
では、「進学特集」として本校から大学へ編入学
および大学院へ進学した学生に現在の研究内容な
どを寄稿していただきました。卒業後の進路とし
て、進学を考えている学生の皆さんには大変参考
になると思います。また、本年度の就職・進学状
況、学生や教職員のさまざまな取り組みや活躍の
紹介などの記事を掲載しました。水野教授には、

本校の創設者である近藤真琴先生の掛軸に関する
記事を執筆していただきました。表紙に掲載した
写真は、夏から秋に行われた「ロボコン全国大
会」「海学祭」「商船学科卒業式」と「カッター
大会」の風景です。本号の記事を執筆いただいた
方々と写真をお寄せいただいた方々には、大変感
謝いたします。  

  （溝口記）

公開講座

その他の講座

公開講座・出前授業実施
　鳥羽商船高専では、本校の専門的、総合的な教育・研究を地域社会に提供し、学校の施設・設備の開放、地域に根ざした学校となることを目的とし、毎年
「公開講座」を実施しています。受講対象者は、小・中学生及び一般を対象とし、講座内容は、専門、一般教養、家族の触れ合い教室など、幅広く実施してお
ります。又、「出前授業」として、“ものづくり”を体験する「体験型学習」及び「教養講座」、「実践教育」などの講座を開設することができます。
　本年実施した講座の内容は次のとおりです。

講　　座　　名 開 催 日

手作り太陽電池（中学生） 8月6日（月）
8月7日（火）

LEGOで自動走行ロボットを作ろう（中学生） 8月9日（木）

Wiiリモコンでゲームプログラミング（中学生） 8月10日（金） 

NC工作機械でキーホルダーを作ろう（小学生) 8月21日（火） 

おもしろ理科実験（中学生） 8月22日（水） 

君が船長　船でGo! 8月23日（木） 

講　　座　　名 開 催 日

小学生のためのバレーボール教室
（小学生・保護者）

10月15日(月）
10月29日(月）

出前授業

講　　座　　名 開 催 日

加茂小学校  「LEGOを用いたロボット製作入門」 5月25日（金）

鳥羽小学校  「レゴマインドストームNXT」 6月13日（水）

安楽島小学校  「風に向かって走れ（ウィンドカー作製）」 7月4日（水）

鳥羽小学校  「レゴマインドストームNXT」 9月6日（木）

船越小学校  「オリジナルTシャツ・バッグ作成講座」 10月15日（月）

安乗小学校  「LEGOを用いたロボット製作入門」 11月8日（木）

講　　座　　名 開 催 日

滋賀県草津市立玉川中学校  「航海システム論」 7月3日（火）

講　　座　　名 開 催 日

みえアカデミックセミナー2012（三重県生涯学習センター）
「船舶通信の歴史と現在」　　　
「人とロボットとのコミュニケーション」

7月29日（日）

講　　座　　名 開 催 日

NHK共催　鳥羽・答志島パラダイスツアー
（鳥羽商船校内・鳥羽丸見学等）

9月16日（日） 

みんなでたのしく遊ぼう！ロボット教室
（池上地区青少年健全育成会　小学生・中学生・保護者）

10月27日（土） 

○体験型学習（小学生）○サイテクランド in 鳥羽商船（小・中学生）

○教養講座（中学生）○秋の公開講座


